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1. はじめに 

 北海道の水田地帯では，農作業の効率化を図るため，圃場の大区画化や地下水位制御システムの

整備が行われている．地下水位制御システムが整備されると，地下灌漑による圃場の水管理が可能

となる．圃場の水管理では，地下灌漑を活用することによって，大区画水田の初期灌水時において

も圃場全体へ時間的にほぼ一様な給水が可能となる（古檜山ら，2014 1)）．このため，地下灌漑と地

表灌漑とを組み合わせた圃場の水管理によって水稲栽培を行う地域もある． 

 圃場の水管理に地下灌漑が加わると，その新たな地下の経路での用水の供給において栽培管理用

水量の需要が発生すると想定される．栽培管理用水量は，基準書 2)において水田の計画用水量での

構成要素のひとつとして規定されており，様々な栽培技術上の水管理を可能とするために必要とな

る水量と定義されている．その定義における水量の発生では，表面流出の形で圃場外へ流出すると

されており，地下の経路を想定した記述はない．このため，新たな地下の経路において栽培管理用

水量の需要が発生した場合には，圃場の水管理に必要な水量が不足する可能性がある． 

 将来においても安定した農業用水を供給するためには，地下水位制御システムの整備が行われた

水田における用水需要の実態を把握する必要がある．本稿では，地下水位制御システムを有する水

田における地下灌漑において発生した，地下流出での栽培管理用水量の事例について報告する． 

2. 調査概要 

北海道美唄市に位置する圃場で平成 30年度に水稲の乾田直播栽培（以下，乾直），移植栽培（以

下，移植）での水収支の調査を行った．調査圃場では，平成 27 年度に大区画化および地下水位制

御システムの整備が行われた．各圃場では，集中管理孔桝での地下灌漑および地表灌漑が行える．

さらに，各圃場では，落口による地表排水が可能であり，土壌中の水分は水位調整型水閘やネジ式

水閘による地下排水が可能である．調査圃場の水管理は，同一の農業従事者が行った． 

各圃場での調査項目は，地表取水量，地下取水量，地表排水量，地下排水量，湛水位，地下水位

である．気象観測は，調査圃場の近傍に観測機器を設置して行った．いずれも観測期間は 5 月～9

月であり，測定間隔は 10分とした．灌漑期間は，5月 10日～8月 31日である．調査圃場の水管理

記録では，農業従事者が取水や排水の操作ごとにおこなった．本事例のデータは，北海道開発局と

の共同の調査において得たものである． 

3. 定義および水量の算出方法 

地下流出の栽培管理用水量は，地下灌漑によって供給された用水が暗渠管を経由して圃場外へと

流出する水量として掛流しまたは強制落水の水管理のときに発生すると仮定して，以下のように定

義し，その発生状況の確認を灌漑期間において行うこととした．地下流出での掛流しの水量では，

地下取水量と地下排水量とが同時に生じたある日時の地下排水量であって，地下取水量を最大値と

した．地下流出での強制落水の水量（以下，地下強制落水量）では，地下灌漑による地下水位の上

昇後において地下取水量がなくて地下排水量が生じたある日時での値とした．ただし，この地下強
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制落水量については，地下取水量および地下強制落水量を測定間隔においてそれぞれ累加算出し，

ある日時における累加地下強制落水量が累加地下取水量を超えない範囲の値とした．さらに，表面

流出での栽培管理用水量は，渡辺ら 3)の方法を参考にした． 
これらの定義における栽培管理用水量では，圃場水収支および気象観測の実測値と水管理記録と

を用いて，10分単位の地下流出および表面流出の水量を算出した．この算出した水量および実測値

の水量は，各水量において日単位に集計した．湛水位および地下水位は，各日の 0時の値をその日

の代表値として整理した． 
4. 結果 
得られた調査事例を Fig. 1～Fig. 2 に示す．乾直での地下流出の栽培管理用水量では，播種後の
期間（5月中～下旬）において田面の湛水位を低く保ちながら給水する水管理での掛流しが発生し

ており，田面を中干し状態とした期間（7月中旬）においては強制落水が発生していた（Fig. 1）．
移植での地下流出の栽培管理用水量では，代かき用水の取水期間（5月中旬）において掛流しが発

生し，田植えを行う直前の期間（5月下旬）において湛水位を低めるための強制落水が発生してい

た（Fig. 2）．これらの事例では，地下灌漑において栽培のための水管理を行うとき，地下流出の形
での栽培管理用水量が発生していると考えられる．このため，地下灌漑を行う水田が増加する場合

には，その新たな経路での栽培管理用水量の需要を見込む必要があると示唆された． 
5. まとめ 

今回の事例では，地下水位制御システムを有する水田の地下灌漑において地下流出の形での栽培

管理用水量が発生すると考えられた．今後も調査を継続して，その発生の実態などの知見を深める． 
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Fig. 2 移植での圃場水管理の事例 
An example of field irrigation water management in 

transplanting cultivation 

Fig. 1 乾直での圃場水管理の事例 
An example of field irrigation water management in dry 

direct-seeding cultivation 
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